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南
町
保
局
博
士
年
譜

高
田
保
馬
同
士
年
譜

十
一
月
二
十
七
日

を

包

み

A
m
っ
き

崎
山
賀
市
制
小
城
郡
一
一
一
日
月
材

11月
J主主治，[2ト
高年
間
浩司
人
の

男
ん
し

生
る

母
〈
す

兄

人

姉
=
一
人
。
央
兄
夫
。
父
五
十
歳
、
母
四
十
三
歳
。

明
治
一
一
十
二
年

阿
月
、
=
一
日
月
村
山
岨
成
小
皐
校
入
車
。

明
治
二
一
十
年

月
、
晩
成
小
曲
学
校
卒
業
、
四
月
、
休
加
は
燃
す
一

休
刊
中
事
校
入
閣
九
同
期
生
に
吉
岡
苦
吾
、
武
古
川
叫
産
等
の

沼
氏
あ
り
。

明
治
三
十
五
年

一
一
今
月
、
問
中
島
ナ
校
卒
業
。
十
代
皐
中
校
友
品
川
椛

諸
活
域
内
編
惰
巴
本
加
す
。
貧
需
の
問
題
陀
開
f
る
論
文
を

縫
い
主
ナ
。
偶
然
の
機
合
陀
経
神
皐
教
科
書
を
読
み
、
マ
ル
ザ

ス
人
口
抑
の
記
遁
に
興
味
を
田
党
ゆ
ロ
九
月
、
時
木
第
五
高
等

曲
中
校
第
三
部
に
入
嘆
す
。

明
治
三
十
六
年

一
月
、
返
事
、
第
三
郊
の
科
目
に
興
味
を
失

ひ
し
枕
た
り
。
丸
月
、
第
五
高
等
事
校
第
一
部
人
事
ョ
同
期

生
児
瀧
正
雄
、
下
村
氏
六
郎
(
湖
人
)
等
の
諸
氏
あ
り
。

明
治
三
十
七
年

四
月
、
校
友
合
機
関
龍
南
合
雑
誌
の
繍
稗
に

~ 

F、

参
加
す
。
論
文
「
枇
曾
主
義
と
詩
人
」
は
全
闘
の
高
等
車
総

雑
誌
に
於
て
は
巴
め
て
枇
合
主
義
を
論
巴
た
る
も
の
左
り
。

九
月
、
特
待
生
主
命
ぜ
ら
る
。

明
治
三
十
八
年

九
月
、
特
待
生
主
命
ぜ
ら
る
。
十
二
月
上
り

病
気
体
問
申
。
鹿
児
島
に
仰
地

f
Q
瀧
医
雄
氏
春
ま
で
同
地
滞

拍1
明
治
三
十
九
年

/
 

同
月
、
帥
郷
間
設
。
九
月
、
復
校
。
東
野
氏

仰
校
事
件
に
閣
し
て
起
つ
。
事
件
展
開
し
て
間
半
校
教
務
常
局

に
到
す
る
運
動
と
な
る
陀
及
び
、
此
運
動
に
抗
争
す
。

明
治
問
十
年

七
月
、
第
五
両
等
皐
校
第
一
部
丈
科
卒
業
。
同

期
生
に
柄
引
足
梨
、
大
川
河
川
等
の
誠
氏
あ
り
。
九
月
、
京
都

帝
岡
大
事
文
科
大
事
押
皐
利
入
皐
、
枇
命
口
壊
を
専
攻
す
。
課

外
、
何
週
一
同
‘
米
間
博
士
の
私
邸
に
於
て
ギ
デ
イ
ン
グ
ス

枇
命
何
事
院
現
を
漬
む
。

明
治
四
十
一
年

法
則
論
拠
一
明
。

七
月
、
特
待
生
主
命
ぜ
ら
る
。
タ
ル
ド
枇
舎

明
治
四
十
二
年

七
月
、
特
待
生
主
命
ぜ
ら
る
。
グ
ロ
ツ
パ
リ

枇
品
問
曲
宇
綱
要
詳
説
。



四
月
、
卒
業
論
文
、
会
議
論
提
出
。
じ
月
卒

明
治
四
十
一
一
一
年

培
、
大
曲
学
院
入
壊
。
米
国
庄
太
郎
博
士
指
導
の
下
陀
祉
合
由
宇

を
専
攻
す
。
十
月
、
新
詩
此
に
入
3
0

川
泊
四
十
四
年

じ
月
、
研
究
報
告
、
止
命
結
合
論
提
問
、

m(

謝
野
宿
氏
波
山
川
後
作
歌
主
主
3
3

明
ム
日
'
阿
十
正
年
(
た
巨
石
年
)
七
月
、
肝
究
椴
告
、
社
A

叶
川
崎
級

A

附
提
山
川
ョ
八
月
、
分
党
冶
快
事
。
後
、
京
都
法
車
合
併
究
設

4
4

口
の
一
冊
と
し
て
公
刊
。
十
二
月
、
資
本
帝
時
間
論
の
肝
究
執

事
3

己
れ
マ
ル
ク
ス
ポ
し
義
陀
闘
す
る
最
初
の
愉
文
た
り
。
此

年
よ
り
カ
ア
ネ
ギ
イ
乍
和
財
閣
の
補
助
に
よ
り
目
本
徴
兵
制

度
白
終
済
的
影
山
悼
の
研
究
に
従
事
す
。
小
川
郷
太
郎
陣
4
1

の

指
導
を
受
〈
3

春
、
問
中
た
品
川
町
前
提
氏
に
寄
叫
す
。

花
区
一
一
年

じ
丹
、
怖
閣
所
京
都
市
の
調
慌
の
潟
に
九
州
、
四

岡
、
北
海
道
に
膝
行
す
3

大
臣
三
年

九
月
、
京
都
帝
関
大
草
法
科
大
準
法
師
、
悌
前
川

経
立
吊
説
。
春
、
下
鴨
京
体
(
今
の
泉
川
川
)
澗
正
雄
氏
方

寄
寓
。
二
戸
を
隔
て
て
皐
生
近
術
公
得
限
引
に
降
す
。
秋
、

札
森
、
二
業
施
に
移
り
澗
居
す
。

高
田
保
馬
博
士
年
譜

一
一
月
二
十
六
日
、
佐
賀
賑
神
崎
町
大
石
太
郎
三
女

き
ぬ
と
結
婚
。
秋
、
下
鴨
事
倉
に
新
居
。

大
臣
五
年
秋
、
下
鴨
警
察
署
前
に
陣
居
f
g
此
年
よ
り
枇
舎

型
原
理
の
執
筆

ι終
始
す
。

大
正
四
年

大
正
叫
ハ
牛

十
一
月
、
下
鴨
松
木
町
に
悼
居
、
問
も
な
〈
赤
痢

を
病
み
、
府
立
病
院
に
於
て
静
養
す
。
約
一
ヶ
月
。
閣
後
数

午
漫
々
円
腸
を
慣
ふ
。

大
正
七
年

在
、
際
関
節
打
撲
の
潟
仰
臥
二
ヶ
月
。
夏
、
四
日

市
ホ
刊
の
日
比
清
俊
を
失
ふ
。
秋
、
問
中
大
滑
に
糊
居
す
。

大
正
八
年
二
月
、
社
命
日
早
原
珂
一
公
刊
。
夫
妻
共
に
流
感
に
恨

る
。
六
月
、
成
島
高
怖
教
授
、
枇
合
間
早
経
術
事
捻
任
。
千
岡

町
九
「
自
慢
品
問
。

春
、
新
川
端
町
仰
居
、
十
月
、
長
女
秋
子
生
る
。

常
時
の
講
義
渠
は
後
此
命
事
慨
哨
酬
と
し
て
刊
行
。
品
川
、
胃
を

大
正
九
年

病
む
。

大

十
年

一
一
月
、
久
留
米
行
徳
悶
腸
病
院
に
入
る
。
在
院
約

一
ヶ
月
。

東
京
商
犬
教
授
。

枇
合
事
経
済
車
十
史
倦

六
月
、

住
9

九
月
、
東
大
久
保
忙
儒
寓
。
十
二
月
，
文
思
博
士
。

六



一
両
国
保
馬
樽
士
年
譜

っこ

十

"'F-

月
、
東
京
中
野
に
仰
居
。
常
時
経
内
準
史
と

し
て
ク
ラ
ア
ク
、
シ
ユ
ム
ベ
ヱ
タ
ア
冷
一
説
で
畑
山
鴨
川
川
侃
陀

つ
い
て
川
上
飛
博
セ
心
所
前
九
乞
枇
汗
す
(
雑
誌
、
解
脱
)
。
同

同
十
九
及
び
共
他
の
マ
ル
ク
ス

l
義
者
と
の
論
争
は
胤
後
約
十

年
に
瓦
る
。
問
月
.
九
州
帝
聞
大
事
附
凶
腎
院
に
於
て
試
験

開
腹
、
千
術
す
べ
き
疾
患
左
し
。

大
五
十
二
年

同
円
疾
怒
え
中
、
治

E
市
病
院
に
市
ふ
。
七
月
、

浦
伐
の
川
市
に
舷
じ
て
満
洲
に
一
九
世
間
。
九
月
、
足
立
に
迎
ふ
。

川
波
悪
化
す
。
慢
性
月
決
彦
、
十
一
月
上
り
病
以
、
流
動
食

を
と
る
。

大
五
十
二
一
年

一
一
月
、
東
京
商
大
そ
解
し
て
川
郷
締
~
査
す
。
同

月
、
長
男
保
淀
川
生
、
生
後
一
ヶ
月
に
満
た
宇
し
て
ず
い
へ
涯
。

五
月

九
州
帝
倒
大
島
十
附
地
習
院
内
科
入
院
。

ハ
ュ
九
月
、
小
泊
四
川
泉
滑
在
、
他
康
湘
く
恢
白
ず
。 十
日
院
一
ケ

六
五
十
叫
年

五
月
、
九
川
帝
岡
大
早
教
授
法
文
車
部
勤
務
、

川
合
同
イ
E
講
義
す
ョ
十
月
、
失
女
さ
え
寸
出
生
3

常
時
郷
里

三
日
月
利
よ
り
遇
勤
。
テ
ン
=
ィ
ス
、
フ
ィ
ア
カ
ン
ト
、
ヴ

イ
イ
ゼ
、

マ
ク
ス
・
セ
エ
ラ
7
、
ガ
イ
ガ
ア
等
潤
逸
一
昨
合
早

一六回

大
五
十
五
年

者
と
文
通
し
て
意
見
を
交
ふ
る
己
と
多
し
。

八
月
.
宇
和

四
月
よ
り
経
済
原
論
を
誹
義
す
。

。
に
続
行
し
て
円
を
慣
ム
。
十
月
よ
り
半
年
間
佑
祢
。

昭
和
二
年

四
月
よ
り
経
済
原
論
統
静
、
九
月
ま
で
に
第
一
同

の
博
義
を
終
る
。
講
義
用
プ
リ
ン
ト
は
議
定
に
反
し
て
一
千

五
巻
友
り
。

珂
を
己
ゆ
。
後
E
れ
を
改
稿
し
た
る
も
の
剖
ち
経
消
皐
新
砕

開
和
三
百
年

月

三
女
ち
づ
干
生
る
。

宮
崎
鵜
戸

ハ月、

忙
遊
び
、
八
月
、
川
内
に
講
演
す
。

四
月
、
京
都
帝
聞
大
串
教
授
飛
任
。
'
経
済
原
論
搭

昭
和
四
年

什
付
。
来
二
一
本
木
信
酬
明
寄
由
。
七
月
、
突
女
さ
え
干

E
Aへム。

明
和
五
年

営
分
十
月
よ
り
半
年
帥
郷
し
て
九
大
に
講
義
す
。

十
一
月
、
京
都
帝
岡
大
地
平
毅
授
我
九
州
帝
岡
大
事

教
投
。
終
神
事
新
緋
倒
怖
の
理
論
脱
稿
。

昭
和
六
年

利
七
年
に
及
ぶ
。
浮
土
寺
馬
場
川
前
日
h
i

高
等
試
験
臨
時
委

マ
ル
ク
ス
主
義
批
判
の
静
杭
旋
行
は
此
年
よ
り
附

昭
和
七
年

員
、
昭
和
十
八
年
ま
で
連
年
。

寓
居
は
鹿
ヶ
谷
よ
り
束
三
本
木
に
復
す
。
利
子
論



研
究
を
は
じ
む
a

夏
、
仙
突
破
行
。

昭
和
八
年

四
月
、
郷
里
に
て
流
用
叫
に
か
L
る
。
大
」
日
泉
堂
町

武
官
方
待
日
ル
コ
秋
品
附
、
熊
本
ヘ
ョ
日
伝
早
川
川
俣
興
市
円
常

置
安
川
町
、
二
年
に
し
て
込
〈
。
円
後
日
ぽ
置
委
員
、
小
委
員
合
委

員
等
と
し
て
山
中
加
を
つ
ピ
〈
。

昭
和
九
年

四
月
、
下
鴨
芝
本
町
除
尾
万
一
年
向
。
十
二
月
、
飛

官
hr-
危
ぜ

b
る
3

存
、
雲
仙
、
長
崎
に
遊
び
、
八
月
、
交
旋

と
共
に
小
市
川
沼
山
地
に
滞
布
ず

貧
者
必
勝
A
批
評
に
得
、
品
。

刃
司
川
判

L
l
d
h
l

日

F

一
Z
F
Z

夏
、
家
族
と
共
に
庇
注
に
仰
向
ず
。
民
族
心
問
題

を
論
じ
は
じ
む
。
依
然
利
子
論
に
専
念
す
。

四
月
、
家
族
郷
里
よ
り

K
京
。
五
月
、
民
円
ノ
段

綬
下
町
に
住
居
。
七
月
、
同
円
疾
を
以
て
京
都
帝
閣
大
事
附
属

昭
和
十
一
年

宵
院
怯
尾
内
科
入
院
、
椛
部
外
出
刊
に
縛
じ
て
子
術
を
受
く
。

八
月
ト
一
旬
込
院
。
十
月
、
=
一
朝
温
泉
に
静
養
す
9

九
月
、
商

工
省
統
川
委
員
合
同
委
員
。

昭
和
十
二
年

四
月
、
二
一
刷
協
泉
に
於
て
、
利
子
論
脱
稿
。
年

末
、
新
京
に
社
〈
。

昭
和
十
三
年

一
一
丹
、
経
向
車
部
長
3

七
月
、
高
等
試
験
経
済

高
岡
保
持
博
士
年
譜

皐
捨
任
。
経
済
皐
概
論
説
稿
。

昭
如
十
四
年

一
一
月
、
経
済
事
部
長
を
苑
ぜ
ら
る
。
四
月
、
オ

ツベ

y

ハ
イ
マ
ア
教
授
入
浴
。
八
月
、
逗
仙
陀
於
て
新
利
子

論
序
況
を
沼
む
。
九
月
、
東
大
経
消
息
・
部
に
於
て
努
力
況
の

概
要
を
静
演
す
。

間
岡
山
1

五
年
一
月
、
日
本
絡
事
保
興
合
常
任
委
員
。
努
力
論

を
執
本
す
。
七
月
、
同
合
公
開
講
演
。
状
、
長
崎
に
赴
雪
、

冬
、
鹿
児
向
陀
旗
す
。
十
二
月
、
問
疾
の
潟
に
京
都
帝
聞
大

阜
附
川
崎
習
院
菊
池
内
科
入
院
。
一
ヶ
月
に
し

τ退
院
。

明
和
十
六
年
二
月
、
日
本
同
版
文
化
協
命
日
開
事
。
春
、
、
病
後

小
附
聖
得
て
第
一
一
一
経
桝
感
慨
治
腕
梢
ョ
晩
欧
、
栃
木
長
野
に

漉
す
。

昭
和
十
七
年
一
月
よ
り
二
月
に
亙
り
新
利
子
論
起
稿
。
二
月

下
旬
中
絶
。
夏
、
ラ
ン
リ
ヶ
、
巴
ツ
ク
ス
の
利
子
設
を
考
察
す
。

七
月
、

L
町
栓
高
商
講
義
。

昭
和
十
八
年
一
月
、
民
族
研
究
所
長
粂
任
。
二
月
上
旬
、
東

北
帝
岡
大
事
法
文
製
部
陀
民
族
論
を
講
義
ず
。
夏
よ
り
秋
に

か
け
て
統
制
経
済
論
執
濯
、
改
稿
は
十
月
末
完
成
。
十
二
月

二
十
六
日
退
官
を
願
出
づ
。

六
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高
田
保
持
博
士
著
帯
論
文
目
録

高
田
保
馬
博
士
著
書
論
文
目
録

署

名

行

刊

年

ゲ

ロ

ア
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リ

刷
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市
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コ
勺
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3
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7
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』
ロ
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出
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波

書

波

存英英

波

川

骨造問

著

書

之

部

枕

脅

品

的

問

究

同

改

訂

版

弛

骨

胤

平

田

町

現
代
社
骨
の
訴
肝
究

融

合

と

瑚

京

地

曾

串

概

論

階

調

考

同

改

訂

版

律

神

向

型

肝

究

滑

組

止

第

二

見

観

批
bm吊
大
意
(
刷
命
日
政
策
大
系
第
工
官
)

設

大改岩梁衆岩 1fff ff賓費

再i

府版

世世間閥附府間前賠償吋

町大大大:た大大大大二北大
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祉

台

関

係

の

餌

究

山

血

披

詩

人

口

と

貧

乏

円

本

評

論

組

神

山

中

(

枇

命

科

単

護

持

第

八

嗣

)

日

本

評

論

景
気
堕
曲
論
(
岨
問
料
桝
串
全
集
第
十
一
一
一
容
)
目
、
本
評
論

慣

栴

と

澗

出

千

倉

喜

枇

骨

雑

記

円

本

評

論

純

情

単

新

部

第

一

容

穂

説

、

生

産

の

開

論

岩

波

吉

岡

第

二

巻

偵

特

の

剤

事

酬

が

波

書

同

第

二

一

番

貨

幣

の

珂

論

消

波

市

同

第

凹

巻

分

配

的

問

論

訓

波

帯

同

第

五

巻

狸

劫

内

開

論

山

町

波

書

捗
働
側
伯
設
の
一
昨
叫
(
珂
論
料
桝
同
市
叢
井
静
一

相
川
)

歌

集

-
A

る

さ

と

料
桝
山
市
中
万
世
論
(
改
造
枇
臨
料
開
串
4
A
撞
第
五

昨
日
)
マ
ル
キ
シ
ズ
ー
の
料
開
車
的
批
判

制
抑
棋
の
近
掛
と
世
界
純
闘
の
由
吉

加
問
桝
原
論
(
珂
諭
料
開
県
議
書
第
一
一
一
鴨
川
)

究

者

、

必

勝

同

改

訂

版

日rl 改

/、

ム〆、木

言F

前論

青
白
斗
教
育
普
及
骨

骨

勾

敬

脊

普

及

曾

日

本

評

論

枇

千

倉

書

房

千

倉

帯

房

本

w 言畳

出占 fS府市枇房社世枇庖
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岡

家

主

階

経

マ
ル
ク
ス
梓
済
串
論
評

民

放

の

問

題

持
出
国
内
庄
村
問
週

末
相
川
町
長
別
捜
胡

利

子

論

研

究

開
世
主
勢
力
(
珂
講
料
済
構
叢
詩
情
凹
筒
)

利

子

論

担
持
出
弔
向
同
論
(
瑚
涌
餌
神
事
護
市
塙
凡
市
)

同

想

記

市

恥

亜

民

法

論

民

鹿

島

終

消

努
力
論
〔
輔
副
町
神
早
来
集
)

満

利

子

論

研

究

第
三
制
掛
川
市
概
論
(
問
読
料
消
山
市
議
、
川
第
十
五

指
)
思

割

記

民

民

論

勢
力
説
論
集
(
開
請
組
前
回
明
議
書
第
十
ム
ハ
部
}

民

族

耐

乏

治

北

集

民
族
と
緯
情
第
二
集

市
川
保
同
博
士
若
世
論
文
目
鋒

岩

被

害

賠

改

遁

世

日

本

評

論

枇

青
山
T

教

育

普

及

合

日
本
山
市
下
街
仮
興
合

消

波

書

応

日

本

評

論

枇

山

川

波

書

出

日

本

評

論

社

改

造

壮

山

町

故

丹

庖

有

斐

問

日

本

評

論

枇

泊

波

古

防

n 

本

Z干

富市

n !/~-主:

婆
十
#
#
帆

渡

者

日

本

評

論

島

書
島

常斐

有甲 q~

ボt間体件批貯 l仕

岡
山
昭
由
昭一口
昭一口
昭一司
昭
二
昭
二
昭
三
昭
三
昭=一
昭
一
回
昭
一
五
昭
一
五
昭
一
草

論

支

之

部

論

題

明
治
回
+
三
年

家
旋
の
崩
壊
が
祉
脅
閣
怖
に
及
ナ
結
果
(
枇
曾

型
的
問
究
九
)

明
治
四
十
四
年

佐
官
的
皆
川
に
就
き
て
(
隅
担
考
改
訂
版
一

b
)

吐
骨
科
山
市
中
町
研
究

文
明
円
控
室
(
制
官
型
的
昨
究
二
一
)

大

E
元
年

費
本
一
本
的
集
積
誌
の
肝
究
(
枇
令
型
的
研
究
一

O〕祉骨
u
世
則
の
特
質
を
論
ず

レ
オ
ン
・
ワ
ラ
ァ
及
び
ロ
ザ
ン
ヌ
地
中
抵
(
課
)

恥
骨
油
化
論
の
刊
質
(
制
官
吊
的
研
究
一
)

職
業
の
草
山
平
を
諭
ず
(
階
融
考
四
)

フ

イ

エ

エ

逝

〈

遊
戯
と
し
て
の
社
官
直
前
(
現
向
枇
骨
の
諸
研

究
問
)

大
正
二
年

左
右
田
串
士
の
「
料
開
法
則
の
論
理
的
性
質
」
を

誠

L
概

念

力

の

祉

合

担

ロ
リ
ア
の
「
逝
化
論
町
並
化
」

z

り
ぜ
孟
ツ
ク
ス
批
判

Wd 昭岡昭昭昭昭
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世
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誌

岡

民

解
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雑

誌

背

革

雑

誌

華事事京
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世
畢
曾
雑
誌

京
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京
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日
田
博
馬
博
士
著
書
論
文
目
錯

仕
骨
心
的
唱
象
と
し
で
の
伺
橋

鯉
岬
的
慌
件
の
出
生
中
に
品
叫
す
影
響

分
業
の
意
義
及
形
理

社

品

川

出

則

論

大
正
三
年

唯
物
史
閣
の
論
珂
的
制
立

資
本
家
的
集
積
設
の
肝
究
(
枇
A
W
M
M

情
的
肝
究

C
)
 

境
計
川
市
引
の
性
質
に
つ
い
て

社
命
川
法
則
的
性
質
(
枇
合
同
ド
的
肝
党
二
)

布
姥
ド
ク
ト
ル
の
攻
用
上
の
示
盾

フ
オ
ル
ヘ
》
の
輔
計
山
市
山
本
質
満
(
料
神
地
研
究

一
六
ノ
同
じ

明
民
性
町
化
円
問
題

一
一
一
年
兵
役
制
批
議

統
計
的
h
M
法
と
帰
納
法
{
吐
血
吋
川
明
的
師
究
↓
一
一
)

祉
骨
u
軸
合
の
栴
究
に
就
い
て

社
脅
桔
合
に
閥
ナ
る
利
徒
話
と
矧
朗
読

社
A
T荷
台
に
踊
十
る
哀
腹
話

此
骨
情
合
に
閣
ナ
る
反
遺
作
川
詑

社
A
T荷
合
の
担
本
過
程

分
離
晶
(
此
骨
印
刷
明
的
肝
先
宍
)

仕
合
的
定
試
の
皆
川
(
品
骨
型
的
班
究
七
)

占

A
E四
年

葬

白

帆

種

と

米

伺

京
柿
法
国
中
身
川
雑
誌

京
柿
法
問
崎
市
今
』
雑
誌

同
友
山
崎
中
骨
雑
誌

哲

型

雑

誌

京
柿
法
山
県
舎
雑
誌

京
都
世
型
合
雑
誌

京
都
法
剛
m
T
A
T
雑

誌

京

柿

法

栴

汁

雑

誌

京
都
世
川
市
骨
雑
誌

京

柿

法

串

舎

雑

誌

京
都
法
国
中
A
W
雑
誌

京
都
法
問
市
中
骨
雑
誌

京
都
法
山
市
千
A
W
雑
誌

華

文

護

文

革

丈
聾

文

萎

/

文

円
本
山
崎
骨
町
内
十
院
和
平
鴇

時

諜

増

挺

t脅

言世

八
ノ
九

ん
ノ
二

一
台
ノ
ニ
マ
一
日
ゐ

コニ
O

'" ノ出ノ
Z

九
ノ
剖

九

ノ

七

九
ノ
八

Am
ノ

凡

九
ノ
一
一

角ノ一一一

九
ノ
】
ニ

-
O
ノ
一

歪
ノ
国

主

ノ

五

E
F
ノ

入

Z
T
ノ一己

主
ト
ノ
一
ニ

一

ノ

回

一

ノ

五

議

ノ

米
白
川
v
凶
と
米
側
(
印
日
間
同
市
中
師
究

収
穫
の
哨
械
と
慣
格
の
費
助

フ
イ
シ
ヤ
氏
物
倒
騰
丸
論
の
方
法
を
雄
ず
(
組

問
型
肝
究
一

O
)

一

所
持
分
配
捜
化
の
計
算
措
(
締
掛
川
県
研
究
一
六

ノ
一
)

祉
骨
窓
識
的
拘
束
力
を
諭
ず

純
情
mm
湿
の
指
敢
に
就
い
て

祉
脅
意
識
と
ほ
何
ぞ
中

社
合
併
成
の
原
町
と
し
で
の
欲
唱
の
平
行
(
融

合
引
開
問
問
)

士
E
五
年

本
邦
出
生
事
噌
加
の
原
同
(
現
代
枇
骨
の
諸
師

究

九

)

小

岡

田

勝

車

貧
民
の
慨
力
に
就
い
て

世
曾
憎
紐
別
と
出
生
車
、
と
の
閥
悼
(
吐
令
棋
軒

究

五

)

生
死
尚
均
ノ
謎
行
の
法
則
(
枇
晶
門
附
情
的
研
究
凹
)

乳
児
死
亡
唱
と
出
生
事
1
ζ

の
細
川
神
(
相
消
唱
肝

究
一
六
)

課
砥
と
潤
占
倒
格
(
棉
抽
出
申
軒
究
一
二
)

人

口

&

捗

鎮

の

趨

勢

世

骨

意

識

の

成

立

社
骨
町
本
質
に
掃
す
る
考
察

朝
著
紹
介
膏
藤
茂
=
一
著
、
優
生
皐
(
吐
合
同
申

的
問
究
一
一
)

昇
質
結
合
論
(
枇
骨
串
原
理

E
、
=
一
)

大
正
式
年

) 

六
J、
組

憐

論

議

組

前

論

議

京
都
皆
同
申
曾
雑
誌

京
都
世
串
合
雑
誌
一
口
ノ
回

京
都
怯
串
曾
雑
誌
-
一
口
ノ
六

京
都
世
間
革
命
u
雑
誌
一
口
ノ
内

閣
民
ご
線
開
雑
誌
一
八
ザ
玉

生

文

一

一

一

一

羽
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報
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原
地
視
婚
に
就
い
で

相
暗
硬
世
合
目
提
詮
に
就
い
で
{
枇
曾
串
原
理
直

一C
2
)

社
合
唱
と
白
骨
科
田
市
市
(
融
合
唱
原
理

I
.
一
)

社
合
川
町
令
閣
と
部
分
(
池
宮
串
原
理

E
、五

6
)

社
脅
的
錨
誠
に
つ
い
て
(
枇
曾
出
原
理

E
、一

一2
)

大
正
七
年

物
情
と
割
引
歩
合
と
の
平
行
(
紹
昨
革
研
究
一

六
)
分
業
を
論
じ
て
稲
田
陣
士
の
款
を
乞
ふ
(
祉
帝

国
型
的
冊
究
八
)

飯
山
畢
士
議
耀
開
場
陣
論
を
讃
む

所
得
。
ハ
レ

l
ト
線
に
就
い
て
(
現
代
他
曾
。

諾
師
究
有
)

鳴
争
と
文
化
〔
講
演
〕

士
E
八
年

酷
判
争
と
文
化
(
現
代
世
舎
の
諸
肝
究
七
)

偶
替
情
値
に
闘
す
る
カ
ツ
セ
ル
設
に
就
い
て

(
揮
官
川
端
師
究
一
四
)

牧
盆
の
百
三
論

f
(現
代
世
舎
の
諸
研
究
六
)

紙
幣
白
減
問
に
就
い
で
(
鰻
神
間
明
研
究
一
一
一
一
)

最
近
白
出
生
事
品
川
市
ザ
に
つ
い
で
(
岨
代
枇
合
白

諸
研
究
一

O
)

「
枇
脅
闘
争
的
師
究
」
の
批
刊
に
答
ふ

集
産
主
義
の
祉
骨
型
的
考
察
(
現
内
枇
脅
ノ
諾

田
哲
三
)

指
諜
世
舎
の
種
々
(
現
代
世
曾
申
詣
研
究

捕
莱
「
枇
曾
串
原
理
」
の
批
評
に
容
中

高
田
保
馬
博
士
著
瑚
論
文
目
録

経経哲組主事理認儲控

持済畢済神済済済

論論軒論J市論論;市

日
本
社
宮
町
明
院
年
報

纏経純漂

世帯桝草寺済

論論諭論

描

別

賞

閣

民

躍

済

雑

誌

図

民

間

済

雑

誌

皐

研

究

陣

中

軒

究

輝哲哲

論

護議究議文護業議議

入
ノ
-

入
ノ
ニ

護

人

ノ

=

議
I

Aノ=一

設

M
μ

一一
品
ノ
一

護

四

ノ
六六五五
ノノ ノノ

五三一六ー

八

ノ

七

占
ベ
ノ
同

六

ノ

六

ヒ
ノ
一

也
ノ
ニ

山古ノ占一一

六

〆

-

大
一
/
=
-

-- ，、
//~，/ノ

呈美六荒田

一一
町
b
1
町
炉
事
一
民
主
一
」
)
白
書
昼
的
考
察
政
措
鱈
済
論
叢

阜
の
栂
た
人
種
問
題
(
現
代
世
骨
の
諸
研
究
八
)
大
限
毎
日
新
聞

社
品
川
問
題
の
中
核
(
間
組
考
一

O
)

串

校

教

育

士
豆
九
年

世
曾
の
存
続
(
枇
舎
内
山
中
栴
論

E
、
七
)

高
礎
枇
骨
の
資
達
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